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アサザの 繁殖条件 と成長の 推移
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鏡在わが部では麟 オト
ープを設け、様 舟 な勦械

物を膏て て い るnytその 「警に 1攻叢 絶鑪危
・
購廼 灘 ア

サザ 票 ある ，
ア サザとは 沸 熱：h覈物 の
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種 で ，種で

増愛るほ か クロ …
ン で 窪こLを増やす轡 1生があt：・。

我 斟 まこ の アサザの 主 7緊生意楚であ箒液城漿 の
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の 方に話を飼 く滴 と

ころ興瞭 深い 譱が瞰 ラ
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た 、 東 1．1本大震災以降、ア

サザ 17藩 i麗三数が盛毳つ て い るとい う、，そ 疏源 囚を榛

るため実験 を行っ た ，
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乙つ 入 欲 路で 1．lt，アサザ が 昆 与れない 、ま驚 地 震

がア サザに彰響を与えたとするとそ．｝
’
しは波が考え

られる、，そ こ で今 itt
’
Ut．ア サザが波に弱 い とい う簽，

点 で 実験をして い く。
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i：篇全く同じ 卸 つ の 水槽の τ釘方 に ア サザを 2概 入

れる講 株 の うち 皇棟はア 導
1
ザ の 甎種で 諸，る ユ ウヒ

を入 れ．る．，これ は藪種と癒：靉とで蕊が製 れ るか を

靉 ぺ るた め で ある 。 片方 ぴ冫水槽に iよ冫ドニ／ ”fを入れ

て 渡 を発生させ 、母） う片方 は 員：戴の ため ｛Fiiもい れ

ない ・　L：t・で
’』→遍間斜 蔑察する・
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プ の ア サザを｛瑚 1鐸から
ゴ
i21i まで マ蹉

源 綴花数の 統計を取る。ここか らア サザの礒長重ミ、

含を昆る。
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軽：：・が ボン ブ 入 甑 （爵が 擁もして なレ丶水槽で ある。
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の 方が英の 慾 ；が；，が 見 15れ る。こ れ は ボ ン
’
プが循

鐶を生み 、港（質を安憲さモ土
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たこ とが測 孟｛とみられ

嶺 忽の 水籀 調 liらしきも  が確認で きた ，
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ーに鎌取 し 火をつ けよ うと1，たが 五 回 試し、尖敗し

た こ とか ら簸とは黷定しが 熱 t．烹た 護 に 対 して ア

サザは ポ ン ヅを燧 けるように 広がつ て い i’i〜，，

実験｛2：1は平均の 翁 本からあ勲 変ft：’が最、ら：れ．

ず 、まだ つ ぼみが峯く晃られる九 ・愛’ア サ ザの 歳長

は続くと思われ る 。 引慈畿 き欟察（・e：必髪がある だ

ろ う。
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必 ずしも歳長に 影響が 出るほ ど弱い わ けで は な

い 、、 む しろ 識が 憾環 を生み 、承質を安窟させ る程

度ならあ恐ほ うが妊ましい 1，
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